
 

 

 

 

 

 

郷土資料館豊原分館開館のお知らせ！ 
今年度の開館をお知らせします。ぜひ、ご来館ください。 

 

●開館期間：5月～10月（祝日を除く） 

●開 館 日：毎週金曜日・毎月最終日曜日 

●開館時間：午前 10時～午後 4時 

●観 覧 料：無料 

●所 在 地：北海道野付郡別海町豊原 17番地の 15 

●そ の 他：①団体見学及び調査研究での来館は、    

郷土資料館までご連絡ください。 

           ②開館日などに変更があった場合は、 

郷土資料館ホームページでお知らせ 

します。 

【豊原分館】 

平成 21 年(2009)3 月に閉校となった旧豊原小学校を活用し、平成 28 年

に郷土資料館分館として開館しました。 

 町の歴史・自然に関る郷土資料、昭和 31年(1956)より、豊原地区で実施

された国の新しい開拓方式による草地酪農を目指した根釧パイロットファ

ーム関係資料などを収蔵・展示・公開しています。 

 

ふるさと講座・自然系第 1回目 

「シギ・チドリ観察会」 
のお知らせ！ 

 

この時期数多く見られる「シギ・チドリ」を中心と 

した観察会を行います。ぜひ、ご参加ください。 

 

●日 時 令和元年５月１９日（日） 

午前９時３０分～１２時３０分    

●場 所 野付半島 

（集合－野付半島ネイチャーセンター２階） 

●講 師 別海町立中春別中学校 校長 藤井 薫 氏 

●定 員 １５名（電話・FAX・メールにて氏名・電話番号を５月１７日（金）までにご連絡ください。）  

●その他 長靴を着用ください。図鑑・双眼鏡をお持ちの方は持参ください。当館でも貸出しします。 
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ふるさと講座・歴史系第１回目を実施しました。 

歴史の道を歩く！江戸時代のノツケ 
～野付通行屋跡・番屋跡遺跡 
 

●日 時 平成３１年４月２０日（土） 

午前９時３０分～１３時３０分 

●場 所 野付半島 

●ガイド 別海町郷土資料館 石渡一人  

●参加者 ２９名 

野付半島ネイチャーセンターでレクチャーのあと、通行屋跡遺跡入口まで車で移動し、そこから約 2km

歩きました。天候も良くオジロワシ・タンチョウ・ヒバリ、ヒドリガモなどの野鳥を観察しながら遺跡

に到着しました。野付通行屋跡では、土塁、墓石、建物跡、畑の畝跡、野付番屋跡では、沢山の陶磁器

片を見ながら、江戸時代の様子に思いを馳せました。 

 

野付半島先端から出土する 

「コンプラ瓶」 
先日のふるさと講座で参加者のみなさ

んと野付番屋跡遺跡歩いていると、

「…STE.SO…」と染付されている陶磁器の

破片を見つけました。この破片は、「コンプラ瓶」と言って、江戸から

明治期にかけて長崎県の波佐見の窯で生産されていた３合ほどの白磁

瓶です。幕末期のものは、オランダ語で「JAPANSCHZOYA」（ヤーパンス

ソーヤ：日本の醤油）、「JAPANSCHZAKY」（ヤーパンスサケィ：日本の酒）書かれているのが一般的のようですが、

「1STE.SOORTJAPAN-SCHZOYA」（第 1 級の日本の醤油）、「1STE.SOORTJAPANSCHZAKY」（第 1 級の日本の酒）などと書かれて

いるものあるそうです。明治期のものには、オランダ語、日本語、英語、ロシア語のものがあるようです。 

コンプラ瓶の「コンプラ」とは、ポルトガル語のコンプラドール（仕入れ係などの意）の略で、長崎出島でオランダ貿

易にあたった特権商人のことを指しています。鎖国政策下の日本では、オランダ人は出島の中で必要な物資を調達するし

かありませんでした。そこで、特権商人がオランダ人向けに売り込み用に発注し、誕生したのがコンプラ瓶でした。 

幕末にオランダ人向けに醤油や酒を入れて生産・輸出されたコンプラ瓶は、生産地の波佐見や出島で見つかっています。

この次に多く見つかっているのは、北海道で、太平洋側では、函館市、苫小牧市、日本海側では、松前町、余市町、石狩

市、オオーツク海側では、斜里町、根室海峡では根室市、別海町の野付半島の近世の遺跡から見つかっています。日常の

雑器として、蝦夷地と長崎の交易の過程で、航海中の消費用としてなど、諸説はありますが、幕末という近世から近代へ

の激動期における九州、北海道さらに海外へと、列島規模の人とモノの大きな動きを伝えてくれるもののようです。 

野付で見つかった破片は、醤油か酒かはわかりませんが、「1STE.SOORT」と書かれていることから「第 1 級」の酒か醤

油が消費されていたようです。 

参考引用：平河内毅「岬に眠るコンプラ瓶」2015.7.25知床博物館協力会 

     長沼孝「コンプラ瓶」「考古学による日本歴史 10対外交渉」1997.雄山閣出版  
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編集後記 ふるさと講座歴史系第 1回目沢山の方にご参
加いただきありがとうございます。遠くは神奈川、札幌
など根室管内以外の参加者もあり、説明に気合が入りま
した。コンプラ瓶ですが、野付通行屋跡遺跡でも出土し
ましたが、第 1 級の…は、はじめてみました。近隣の学
芸員の方にも情報をいただきました。（K.I） 


